
史
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
研
究
環
境
の
整
備
と
史
料
集
の
重
要
性
に
つ
い
て
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
刊
行
か
ら
筆
者
が
考
え
た
こ

と
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
い
う
研
究
環
境
の
整
備
と
は
、
史
料
を
利
用
・
閲
覧
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
や
施
設
な
ど
の

整
備
と
、
そ
れ
ら
を
作
り
上
げ
運
用
す
る
人
材
の
充
実
・
育
成
ま
で
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
史
料
集
と
は
、
古

文
書
が
広
く
活
用
さ
れ
る
た
め
、
く
ず
し
字
を
現
代
の
書
体
に
直
し
（
翻
刻
）、
体
裁
を
整
え
出
版
し
た
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
化
し
た
も
の
を
指
す
。

　

筆
者
は
越
前
国
を
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
近
世
の
村
落
史
・
地
域
史
を
研
究
し
て
い
る
。
村
や
地
域
を

研
究
す
る
に
は
領
主
・
領
民
関
係
に
も
目
配
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
は
重
要

か
つ
貴
重
な
研
究
ツ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。
筆
者
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
福
井
県
の
研
究
環
境
の
整
備
と
、

史
料
集
で
あ
る
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
効
用
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
福
井
藩
士
の
佐
倉
順
天
堂
で

の
医
術
修
行
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。

一
、『
福
井
県
史
』
と
福
井
県
文
書
館

　

筆
者
が
近
世
史
研
究
を
開
始
し
た
一
九
九
〇
年
代
末
は
、『
福
井
県
史
』
の
刊
行
が
終
了
し
た
時
期
で
あ
る
。

『
福
井
県
史
』
は
一
九
七
八
年
か
ら
編
纂
事
業
が
開
始
さ
れ
、
県
内
外
に
お
け
る
史
料
の
存
在
と
内
容
を
広
く
調

査
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
⑴
。
こ
の
史
料
調
査
が
歴
史
学
で
は
大
変
重
要
な
作
業
な
の
で
あ
る
。
歴
史
学
は
単

な
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
集
ま
り
で
は
な
く
、
根
拠
に
基
づ
く
論
理
的
な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
科
学
的
な
学

術
研
究
で
あ
り
、
何
か
を
推
測
す
る
に
し
て
も
あ
る
程
度
の
根
拠
＝
史
料
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
福
井
県
で
は
戦

解
　
説



前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
活
動
、
あ
る
い
は
各
自
治
体
史
編
纂
に
よ
っ
て
、
史
料
に

基
づ
い
た
レ
ベ
ル
の
高
い
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
⑵
。
そ
れ
を
下
地
に
福
井
県
史
編
纂
で
は
よ
り
一
層
史
料
を
博

捜
し
た
た
め
、
福
井
県
の
研
究
環
境
は
向
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
三
年
の
福
井
県
文
書
館
の
開
館
も
研
究
環
境
を
考
え
る
う
え
で
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
る
。
福
井
県

史
編
纂
の
過
程
で
撮
影
さ
れ
た
史
料
が
閲
覧
で
き
る
こ
と
、
膨
大
に
あ
る
史
料
を
横
断
的
に
検
索
で
き
る
こ
と
な

ど
、
史
料
活
用
の
利
便
性
は
飛
躍
的
に
向
上
し
、
広
く
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
恩
恵
は
県
内
外
の
研
究
者
に

対
し
て
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、先
祖
調
べ
を
す
る
人
、地
域
学
習
を
す
る
生
徒
・
学
生
な
ど
、一
般
の
人
に
と
っ

て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は
過
疎
化
な
ど
に
よ
っ
て
地
域
社
会
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
化
し
、
そ
れ
ま
で

地
域
で
維
持
さ
れ
て
き
た
古
文
書
な
ど
の
保
存
も
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
文
書
館
へ
の
史
料
の
寄
託
・
寄
贈
が
増

加
し
て
い
る
。
文
書
館
は
現
代
社
会
の
問
題
に
関
わ
る
施
設
で
あ
り
、
人
間
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
営
み
を
見
守

る
施
設
な
の
で
あ
る
。

二
、
古
文
書
を
扱
う
こ
と

　

文
書
館
や
研
究
者
が
古
文
書
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
か
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
近
世
史
研
究
で
は
、

文
献
史
料
と
称
す
る
主
に
江
戸
時
代
に
記
さ
れ
た
古
文
書
が
用
い
ら
れ
る
。
古
文
書
は
博
物
館
や
文
書
館
で
保
存

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
生
成
さ
れ
た
武
家
、
寺
社
、
村
、
個
人
宅
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

多
い
。
ま
ず
は
古
文
書
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
確
認
す
る
所
在
調
査
が
行
わ
れ
る
。
次
に
古
文
書
の
所
蔵
者
で
あ
る

個
人
や
団
体
に
連
絡
を
と
り
、
目
的
を
説
明
し
、
古
文
書
を
み
せ
て
も
ら
う
。
古
文
書
を
み
る
と
い
っ
て
も
、
自

分
が
み
た
い
も
の
だ
け
を
抜
き
取
っ
て
み
る
こ
と
は
し
な
い
。
古
文
書
一
点
ご
と
の
内
容
索
引
＝
目
録
を
作
成
し
、

全
体
の
概
要
を
把
握
し
て
か
ら
古
文
書
を
一
点
ず
つ
み
る
の
が
現
行
の
一
般
的
な
古
文
書
取
り
扱
い
方
法
で
あ
る
。

だ
が
、
江
戸
時
代
の
古
文
書
が
数
点
だ
け
残
っ
て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。
実
際
は
、
近
代
以
降
の
も
の
も
含
め
、

大
量
の
史
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
数
百
か
ら
数
万
点
に
わ
た
る
古
文
書
の
目
録
を
作



る
の
は
、
膨
大
な
労
力
と
時
間
を
必
要
と
す
る
。

　

古
文
書
所
蔵
者
と
の
面
談
か
ら
始
ま
り
、
目
録
作
成
、
古
文
書
の
公
開
・
利
用
に
至
る
ま
で
多
く
の
人
手
が
必

要
に
な
る
が
、
そ
れ
は
古
文
書
の
生
成
や
保
存
、
取
り
扱
い
方
、
解
読
方
法
を
学
ん
だ
人
で
な
い
と
対
応
が
難
し

い
。
そ
の
よ
う
な
技
術
は
、
大
学
の
史
学
科
や
博
物
館
・
文
書
館
な
ど
の
市
民
講
座
を
通
じ
て
人
々
に
伝
え
ら
れ

る
が
、
そ
れ
を
学
ぶ
に
は
長
い
時
間
を
要
す
る
。
つ
ま
り
、
古
文
書
を
扱
う
人
材
を
得
る
に
は
、
時
間
と
学
習
の

場
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

三
、
史
料
集
を
作
る
意
義

　

古
文
書
に
は
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
古
文
書
の
画
像
を
そ
の
ま
ま
公
開
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え

方
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
方
法
も
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
古
文
書
は
く
ず
し
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
読
む
の
が

難
し
い
。
だ
か
ら
、く
ず
し
字
を
楷
書
体
に
直
し
た
（
翻
刻
し
た
）
史
料
集
が
便
利
で
あ
る
。
古
文
書
の
翻
刻
デ
ー

タ
を
作
成
す
れ
ば
、
検
索
も
容
易
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
に
よ
る
利
用
の
広
が
り
も
期
待
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
古
文
書
の
文
章
は
江
戸
時
代
特
有
の
文
体
で
あ
る
た
め
、
文
字
を
楷
書
体
に
直
し
た
と
し
て
も
読
解

は
難
し
い
。
そ
れ
な
ら
ば
口
語
訳
す
る
と
い
う
案
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
古
文
書
な
ど
の
史
料
は
読
み
手
に
よ
っ

て
重
視
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
異
な
り
、
ま
た
研
究
の
進
展
や
他
の
史
料
と
の
比
較
に
よ
っ
て
史
料
の
読
み
方
も
変
わ

る
。
つ
ま
り
、
読
解
・
解
釈
に
は
読
み
手
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
翻
訳
者
自
身

の
解
釈
が
入
り
込
む
口
語
訳
は
、
独
自
性
を
重
視
す
る
研
究
に
使
う
こ
と
が
避
け
ら
れ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
研
究

の
根
拠
と
し
て
信
用
さ
れ
る
史
料
と
、
読
み
物
と
し
て
楽
し
む
口
語
訳
と
は
性
質
が
異
な
る
。

　

二
〇
〇
五
年
以
来
、
福
井
県
文
書
館
で
は
『
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
』
を
一
五
冊
刊
行
し
た
。
こ
れ
ら
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
と
し
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
容
易
に
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
が
で
き
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
以
外

に
も
重
要
な
記
述
が
あ
る
た
め
、
史
料
集
は
一
頁
ず
つ
手
で
め
く
っ
て
み
る
こ
と
が
研
究
の
基
本
で
あ
る
と
思
う

が
、
研
究
の
や
り
方
は
幾
通
り
も
あ
る
。
研
究
の
手
段
が
増
え
る
こ
と
は
、
新
た
な
研
究
の
呼
び
水
に
な
る
。



　

先
述
の
目
録
作
成
や
史
料
翻
刻
な
ど
の
作
業
は
、
主
と
し
て
近
世
史
を
学
ぶ
学
生
・
大
学
院
生
が
担
っ
て
き
た
。

だ
が
、
福
井
県
内
に
は
史
学
科
を
有
す
る
大
学
が
な
い
。
県
内
で
目
録
・
翻
刻
に
携
わ
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と

が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
⑶
、
県
外
の
人
に
福
井
県
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
福
井
県
の
研
究
を
し
て
も
ら
え
ば
よ

い
。
そ
の
た
め
に
魅
力
あ
る
史
料
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
、
研
究
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
大
学
や
研
究
者
、

学
生
を
呼
び
寄
せ
る
工
夫
も
必
要
で
あ
る
。
史
料
集
の
作
成
は
、
そ
の
工
夫
の
一
つ
と
も
い
え
よ
う
。
地
域
に
最

も
詳
し
い
史
料
保
存
機
関
の
職
員
と
県
内
外
の
人
と
の
協
働
は
、
新
し
い
発
見
や
活
動
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

近
年
は
歴
史
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
動
き
も
目
立
っ
て
い
る
が
、
一
時
だ
け
耳
目
を
ひ
く
よ
う
な
活
動
は

本
当
の
意
味
で
の
地
域
理
解
と
は
程
遠
い
。
地
域
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る
盤
石
な
基
礎
を
築
く
た
め
、
学
術
研

究
の
拠
点
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

四
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
刊
行
の
影
響

　

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
（
福
井
県
文
書
館
開
館
前
）、
筆
者
は
鯖
江
藩
と
福
井
藩
の
関
係
を
藩
・
藩
関
係
と
と
ら

え
、
地
域
史
研
究
の
研
究
視
角
と
す
る
こ
と
を
構
想
し
た
が
⑷
、
研
究
は
軌
道
に
乗
ら
な
か
っ
た
。
鯖
江
藩
は

一
三
〇
村
・
五
万
石
の
藩
領
で
あ
り
、
大
雑
把
で
は
あ
る
が
全
体
に
目
配
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
藩
に

関
す
る
基
礎
的
な
史
料
と
し
て
『
間
部
家
文
書
』
全
五
巻
（
間
部
家
文
書
刊
行
会
、
一
九
八
〇
～
一
九
八
八
年
）、

藩
士
の
人
事
記
録
と
し
て
「
鯖
江
藩
御
家
人
帳
」「
小
頭
以
下
代
数
書
」（『
鯖
江
市
史
』
史
料
編
第
五
巻
・
第
六
巻
、

鯖
江
市
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
七
七
～
一
九
七
九
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
東
京
在
住
で
あ
っ
て
も
研
究
に
着

手
し
や
す
か
っ
た
。
し
か
し
、
福
井
藩
三
二
万
石
の
藩
領
や
藩
政
機
構
は
あ
ま
り
に
大
き
く
、
県
外
在
住
の
者
に

と
っ
て
は
研
究
し
づ
ら
か
っ
た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
①
幕
末
を
除
く
と
個
別
具
体
的
な
研
究
蓄
積
が
少
な
い
こ

と
、
②
藩
や
地
域
に
関
す
る
史
料
集
が
少
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
松
平
文
庫
や
村
々
に
あ
る
豊
富
な
史
料
に

つ
い
て
は
『
福
井
県
史
』
資
料
編
に
よ
り
存
在
を
知
っ
て
い
た
が
、
遠
方
に
あ
っ
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
研
究
対

象
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
三
年
に
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
刊
行
が
開
始
さ
れ
、
筆
者
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。
藩

領
を
研
究
す
る
に
は
、
藩
政
を
担
う
上
級
家
臣
や
村
を
管
轄
す
る
藩
役
人
に
つ
い
て
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
際
、
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
の
が
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
よ
う
な
人
事
記
録
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
基
礎
的
な
史
料
集
が
刊
行
さ
れ
始
め
た
こ
と
で
、
福
井
藩
に
関
す
る
新
た
な
研
究
が
展
開
す
る
と
思
っ
た
。
当

時
、
筆
者
は
東
京
に
職
を
得
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
関
東
の
史
料
と
し
て
下
総
国
佐
倉
藩

（
一
一
万
石
）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
史
料
⑸
を
み
て
い
た
。
佐
倉
は
東
京
近
郊
に
あ
り
、
容
易
に
史
料
を
閲
覧
で

き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
佐
倉
藩
の
研
究
は
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
⑹
。
そ
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
と
く
に

基
礎
的
な
史
料
集
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
は
か
つ
て
福
井
藩
の
研
究
に
つ
い
て
感

じ
た
こ
と
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。
そ
こ
で
研
究
を
展
開
さ
せ
る
史
料
集
を
作
成
し
よ
う
と
思
っ
た
。
二
〇
一
四
年
、

筆
者
は
数
名
の
仲
間
と
近
世
後
期
の
佐
倉
藩
の
人
事
記
録
で
あ
る
「
分
限
帳
」
の
翻
刻
を
始
め
、
二
〇
一
九
年
三

月
に
『
史
料
集 

佐
倉
藩
幕
末
分
限
帳
』（
私
家
版
）
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
刊

行
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

五
、
佐
倉
順
天
堂
に
お
け
る
福
井
藩
士
の
医
術
修
行

　

地
域
史
を
考
え
る
場
合
、
あ
る
地
域
に
軸
足
を
置
き
、
そ
こ
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
で
、
そ

の
地
域
に
生
き
た
人
た
ち
が
他
地
域
で
行
っ
た
活
動
も
地
域
史
の
一
面
と
い
え
る
⑺
。『
福
井
藩
士
履
歴
』
か
ら

下
総
国
佐
倉
で
医
術
修
行
に
励
ん
だ
福
井
藩
士
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
佐
倉
に
は
蘭
医
学
塾
の
佐
倉
順
天
堂
が
あ

り
、
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
た
⑻
。
佐
倉
順
天
堂
は
、
蘭
学
者
佐
藤
泰
然
に
よ
り
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）

に
開
設
さ
れ
た
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）、
養
子
の
佐
藤
舜
海
が
家
督
を
相
続
し
て
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
。
舜

海
は
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
一
一
月
か
ら
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
三
月
ま
で
長
崎
で
医
術
を
学
ん
で
い
た
た

め
⑼
、
こ
の
間
は
泰
然
が
佐
倉
順
天
堂
の
経
営
に
あ
た
っ
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）、
舜
海
が
明
治
政
府
の

招
聘
に
よ
り
大
学
東
校
の
責
任
者
と
し
て
上
京
す
る
と
、
門
人
岡
本
道
庵
が
こ
れ
を
継
い
だ
。



　

天
保
一
四
年
か
ら
明
治
二
年
ま
で
佐
倉
順
天
堂
で
学
ん
だ
門
人
は
、
数
百
名
か

ら
千
名
を
超
え
る
と
推
定
さ
れ
る
⑽
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
閏
五
月
の
門
人

帳
「
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
」
に
は
、
九
八
名
の
門
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
う
ち
現
在
の
福
井
県
出
身
者
は
一
六
名
で
、
門
人
の
出
身
地
で
は
最
多
で
あ
る
。

そ
し
て
一
六
名
中
七
名
が
福
井
藩
士
で
あ
る
⑾
。
七
名
の
福
井
藩
士
は
、
大
岩
貫

一
、
山
本
淳
良
、
蘆
野
三
省
、
妻
木
立
斎
、
野
村
信
平
、
勝
沢
一
宇
、
星
野
道
的

で
あ
る
⑿
。
こ
の
ほ
か
に
佐
倉
順
天
堂
や
佐
藤
泰
然
・
舜
海
に
学
ん
だ
福
井
藩
士

の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
を
検
索
す
る
。

　

検
索
に
あ
た
り
、
泰
然
、
舜
海
、
尚
中
、
順
天
堂
、
佐
倉
、
下
総
、
総
州
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
設
定
し
た
。
舜
海
は
の
ち
に
尚
中
と
名
乗
る
た
め
、
尚
中
も
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
。
順
天
堂
と
そ
の
所
在
地
で
あ
る
佐
倉
に
加
え
、
国
名
で
あ
る
下
総
・

総
州
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
『
福
井
藩
士
履
歴
』
一
～

七
を
検
索
し
、
舜
海
、
佐
倉
、
下
総
が
ヒ
ッ
ト
し
た
⒀
。
ヒ
ッ
ト
し
た
語
か
ら
八

名
の
福
井
藩
士
が
浮
上
し
た
が
、
こ
の
う
ち
大
岩
・
野
村
以
外
の
六
名
は
先
述
の

門
人
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
八
名
の
福
井
藩
士
の
履
歴
に
つ
い
て
医
術
修
行

を
中
心
に
概
観
し
よ
う
（
表
「
佐
倉
順
天
堂
に
関
連
す
る
福
井
藩
士
一
覧
」
参
照
）。

　

検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
た
八
名
の
修
行
の
時
期
は
、
万
延
元
年
四
月
か
ら
慶
応
三
年

五
月
で
あ
る
。
門
人
帳
「
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
」
は
慶
応
元
年
閏
五
月
の
も

の
な
の
で
、
こ
れ
以
前
か
ら
福
井
藩
士
が
佐
倉
順
天
堂
で
学
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
修
行
の
時
期
か
ら
考
え
て
、
八
名
の
者
た
ち
は
佐
藤
舜
海
に
師
事
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
舜
海
が
長
崎
で
学
ぶ
に
あ
た
り
、
浅
野
嵩
三
・
益
田
端
三

は
こ
れ
に
同
道
し
た
⒁
。
こ
の
う
ち
浅
野
は
「
願
之
上
同
道
」
と
あ
る
の
で
自
ら

氏　名 禄　高 修行前後の主な役職 医術修行関連記事 出典

1

浅野嵩三（共斎）100 石 嘉永 2年 7月11日：表医師
文久 2年 5月28日：奥医師

万延元年  4 月 5日：佐倉にて繃帯術修行仰付。
万延元年 11月 9日：�願いのうえ佐藤舜海の長崎行に

同道仰付。
文久 2年 4月17日：帰着。

履歴 1、
100 頁

2

佐藤甫（宗輔） 10 人扶持 嘉永 7年 4月13日：�奥鍼医師・本道兼
帯雇

安政 2年 7月23日：奥医師
慶応 4年 5 月晦日：匙医師格

文久 2年 4月13日：�内願もあり下総佐倉の佐藤舜海
へ医業相手寄仰付、勝手向難
渋につき修行中3人扶持くださる。

履歴 3、
148 頁

3
野村隆琢（信平）20 石

4 人扶持
元治元年 4月 5 日：一代表医師 慶応元年 7月13日：佐倉での修行中難渋の内達あり

	 月々 2 両御手当くださる。
慶応 3年 3 月 5日：佐倉より帰る。

履歴 5、
7～8頁

4

針谷恒人
（玄春、雲沢）

10 人扶持 嘉永 2年 10月20日：表医師 万延元年 4月17日：佐倉にて繃帯術修行仰付。
文久 2年 3月 26日：�内達もあり佐藤舜海へ相手寄医

術修行仰付、修行中3人扶持く
ださる。

履歴 5、
104 頁

5 細井博（専博） 100 石 慶応 2年 11月 1日：表医師 文久 2年12月20日：�医術修行のため佐倉へ、修行
中3人扶持くださる。

履歴 5、
234 頁

6 益田端三（宗三）200 石 安政 5年 10月17日：表医師
安政 7年 3 月11日：奥医師

万延元年 11月 6日：�佐藤舜海の長崎行に同道・修行
仰付。

履歴 5、
269 頁

7

馬淵竜衛（玄仙）100 石 嘉永 7年 5月 3日：表医師
元治 2年 2月27日：奥医師雇・京都詰

文久 2年 7 月20日：�匙医師より内達もあり佐倉にて佐
藤舜海へ相手寄修行仰付、修
行中 3 人扶持くださる。同 8月
23日出立。

履歴 5、
284 頁

8

大岩貫一郎
（貫一）

慶応元年 7 月13日：�佐倉での修行中難渋の内達あり
	 月々 2 両御手当くださる。
慶応 3年 5月11日：�来春迄佐倉にて修行願い済み、

さらに当分修行のうえ他国修行
を願い仰付。

履歴 7、
25 頁

表  佐倉順天堂に関連する福井藩士一覧

『福井藩士履歴』1 ～ 7 より作成。出典では『福井藩士履歴 1　あ～え』を履歴 1 のように略記し、参照した頁も示した。



長
崎
行
き
を
願
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
益
田
は
こ
れ
以
前
に
佐
藤
舜
海
と
手
紙
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
舜
海
と
面
識

が
あ
っ
た
た
め
か
、
藩
命
に
よ
り
長
崎
へ
向
っ
た
と
思
わ
れ
る
⒂
。

　

佐
倉
で
の
修
行
期
間
が
わ
か
る
の
は
大
岩
と
野
村
で
あ
る
。
大
岩
は
一
年
一
〇
ヶ
月
以
上
修
行
し
た
よ
う
で
あ

る
。
野
村
は
慶
応
元
年
閏
五
月
の
「
佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
」
に
も
記
載
が
あ
り
、
慶
応
三
年
三
月
に
佐
倉
か

ら
帰
っ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
一
年
一
〇
ヶ
月
は
修
行
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
修
行
内
容
⒃
は
ほ
ぼ
不
明

だ
が
、
浅
野
・
針
谷
は
「
繃
帯
術
」
を
学
ん
で
い
る
。

　
『
福
井
藩
士
履
歴
』
に
よ
っ
て
、
佐
倉
順
天
堂
で
学
ん
だ
者
た
ち
が
新
た
に
判
明
し
た
。
そ
れ
は
名
前
と
修
行

時
期
な
ど
、
わ
ず
か
な
事
実
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
様
々
な
情
報
を
検
索

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
、
わ
ず
か
な
事
実
を
手
掛
か
り
に
、
思
わ
ぬ
場
所
か
ら
意
外
な
史
料
や
ま
た
新
た
な

事
実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
史
料
集
に
は
、
多
く
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
地
域
史
研
究
の
展
開
を
促
す

効
用
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

　

地
域
の
歴
史
を
学
ぼ
う
と
す
る
と
、
あ
る
特
定
の
人
物
の
業
績
を
顕
彰
し
た
り
、
あ
る
事
柄
か
ら
当
該
地
域
の

先
進
性
を
誇
示
し
た
り
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
近
世
で
い
え
ば
、
地
域
で
中
心

に
な
る
よ
う
な
藩
や
幕
末
の
動
向
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
他
の
領
主
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
地
域
や
近
世
全

期
に
わ
た
る
動
向
は
見
落
と
し
が
ち
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
近
世
の
領
地
は
必
ず
し
も
現
在
の
行
政
区
と
一
致
し
な

い
こ
と
も
あ
り
、
自
治
体
史
編
纂
の
過
程
で
分
析
が
及
ば
な
い
地
区
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
古
文
書
な
ど
史
料

の
残
存
状
況
に
は
地
域
や
時
代
に
よ
っ
て
偏
り
が
あ
る
た
め
、
研
究
の
進
展
度
合
い
に
も
差
が
生
じ
る
こ
と
は
仕

方
が
な
い
こ
と
だ
が
、
地
域
を
総
体
と
し
て
理
解
す
る
意
識
は
持
ち
続
け
て
い
た
い
。

　

地
域
に
は
様
々
な
歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
そ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
現
在
に
つ
な
が
る
貴
重
な
営
み
で
あ

る
。
長
く
続
く
営
み
は
人
々
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
る
。
そ
の
努
力
は
日
々
の
生
活
に
根
差
し
た
も



の
だ
か
ら
派
手
さ
は
な
く
見
過
ご
さ
れ
が
ち
だ
が
、
古
文
書
の
中
の
一
字
一
句
に
日
常
の
努
力
が
刻
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。
古
文
書
か
ら
丁
寧
に
歴
史
事
実
を
掘
り
起
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
理
解
を
深
め

る
確
実
な
方
法
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
地
域
の
歴
史
は
そ
の
地
域
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
近
隣
か
ら

遠
方
へ
、
さ
ら
に
外
国
に
ま
で
関
係
す
る
。
地
域
の
内
外
か
ら
歴
史
と
文
化
を
眺
め
る
姿
勢
が
大
事
で
あ
る
。
研

究
環
境
や
史
料
集
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
福
井
県
に
つ
い
て
県
内
外
か
ら
問
い
を
発
し
、
福
井
県
に
関
わ
る
歴
史

を
日
本
や
世
界
の
歴
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

註
　

⑴�

『
福
井
県
史
』
索
引
・
県
史
編
さ
ん
記
録
（
編
集
発
行
・
福
井
県
、
一
九
九
八
年
）。

　

⑵�

た
と
え
ば
、牧
野
信
之
助
編
『
越
前
若
狭
古
文
書
選
』（
三
秀
舎
、一
九
三
三
年
）、小
葉
田
淳
編
『
岡
本
村
史
』
全
二
巻
（
岡
本
村
刊
行
会
、

一
九
五
六
年
）、
一
九
五
二
年
発
足
の
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
（
会
誌
『
若
越
郷
土
研
究
』）、
一
九
七
〇
年
よ
り
活
動
を
続
け
る
福
井

県
地
域
史
研
究
会
（
会
誌
『
福
井
県
地
域
史
研
究
』）
な
ど
が
あ
る
。

　

⑶�

『
福
井
藩
士
履
歴
』に
関
す
る
筆
耕
は
田
原
健
子
氏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
と
い
う（『
福
井
藩
士
履
歴
』１
の
吉
田
健「
解
説
」

参
照
）。
そ
の
労
力
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
示
し
た
い
。
だ
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
り
過
ぎ
た
り
、
史
料
集
を
作
成
す
る
こ
と
が
難

し
い
現
状
は
問
題
で
あ
る
。
福
井
県
と
し
て
の
継
続
的
・
組
織
的
な
事
業
を
切
望
す
る
。

　

⑷�
藩
・
藩
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
近
世
日
本
の
支
配
構
造
と
藩
地
域
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
参
照
。

　

⑸�

『
下
総
佐
倉
藩
堀
田
家
文
書
』（
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版
、
一
九
八
九
年
）。

　

⑹�

佐
倉
藩
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、土
佐
博
文「
佐
倉
藩
政
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」（『
地
方
史
研
究
』三
四
六
、二
〇
一
〇
年
）参
照
。

ま
た
、
藤
方
博
之
「
近
世
大
名
家
内
部
に
お
け
る
「
家
」
々
の
結
合
と
そ
の
共
同
性
」（『
歴
史
評
論
』
八
〇
三
、二
〇
一
七
年
）
な
ど
、

佐
倉
藩
に
関
す
る
一
連
の
研
究
を
参
照
。

　

⑺�

熊
澤
恵
里
子
「
他
国
修
行
―
福
井
藩
教
育
改
革
の
軌
跡
―
」（『
福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
９
号
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
参
照
。

　

⑻�

佐
倉
順
天
堂
、佐
藤
泰
然
、佐
藤
舜
海
な
ど
に
つ
い
て
は
、村
上
一
郎
『
蘭
医
佐
藤
泰
然
』（
大
空
社
、一
九
九
四
年
。
初
出
は
発
行
所
・

房
総
郷
土
研
究
会
、一
九
四
一
年
）、小
川
鼎
三
『
佐
藤
泰
然
伝
』（
順
天
堂
史
編
纂
委
員
会
、一
九
七
二
年
）、『
順
天
堂
史
』
上
巻
（
学

校
法
人
順
天
堂
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
っ
た
。

　

⑼�

佐
藤
舜
海
は
万
延
元
年
一
一
月
一
二
日
に
江
戸
上
屋
敷
を
立
ち
、
同
年
一
二
月
二
一
日
に
長
崎
に
着
い
た
。
そ
の
後
、
文
久
二
年
一

月
二
五
日
に
長
崎
を
立
ち
、
同
年
三
月
六
日
に
江
戸
帰
着
、
三
月
一
四
日
に
佐
倉
へ
帰
っ
た
。
舜
海
の
長
崎
滞
在
は
一
年
一
ヶ
月
で



あ
る
。『
順
天
堂
史
』
上
巻
、
五
二
七
～
五
四
一
頁
に
よ
っ
た
。

　

⑽�

佐
倉
順
天
堂
の
門
人
に
つ
い
て
は
、『
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
所
蔵 

佐
倉
順
天
塾
社
中
姓
名
録
』（
佐
倉
市
教
育
委
員
会
、

一
九
九
二
年
）、『
佐
倉
順
天
堂
門
人
調
査
中
間
報
告
書
』（
佐
倉
日
蘭
協
会
、
一
九
九
六
年
）、
土
佐
博
文
「
佐
倉
順
天
堂
門
人
と
そ

の
広
が
り
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
一
一
六
集
、
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
っ
た
。

　

⑾
一
六
名
の
内
訳
は
福
井
藩
士
七
名
、
鯖
江
藩
三
名
、
府
中
藩
二
名
、
大
野
藩
二
名
、
勝
山
藩
二
名
で
あ
る
。

　

⑿�

こ
の
七
名
の
う
ち
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
１
～
７
に
記
載
が
あ
る
の
は
大
岩
・
野
村
・
勝
沢
だ
が
、
勝
沢
の
履
歴
に
佐
倉
順
天
堂
で
学

ん
だ
記
述
は
な
い
。
大
岩
・
野
村
は
後
述
す
る
。

　

⒀�

「
下
総
」
は
「
本
多
下
総
守
」
と
し
て
ヒ
ッ
ト
し
た
が
、
こ
れ
は
除
外
し
た
。
泰
然
、
尚
中
、
順
天
堂
、
総
州
は
検
索
で
ヒ
ッ
ト
し
な

か
っ
た
。
た
だ
し
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
解
説
で
ヒ
ッ
ト
し
た
も
の
は
除
外
し
た
。

　

⒁�

佐
藤
舜
海
は
長
崎
行
き
に
際
し
、
福
井
藩
主
か
ら
の
特
別
な
依
頼
に
よ
り
同
藩
の
藩
医
二
名
を
召
連
れ
て
い
た
。
二
名
の
藩
医
は
浅

野
と
益
田
で
あ
ろ
う
。『
順
天
堂
史
』
上
巻
、
五
三
四
頁
で
は
、
こ
の
よ
う
な
佐
倉
順
天
堂
や
佐
藤
舜
海
と
福
井
藩
の
深
い
関
係
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

⒂�

佐
藤
舜
海
の
長
崎
行
き
以
前
、
佐
倉
順
天
堂
で
は
福
井
藩
士
岩
佐
純
と
益
田
が
学
ん
で
い
た
と
い
う
（『
蘭
医
佐
藤
泰
然
』
一
二
一

頁
参
照
）。
万
延
元
年
七
月
、
岩
佐
は
蘭
医
ポ
ン
ぺ
に
学
ぶ
た
め
長
崎
行
き
を
藩
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い
る
（『
福
井
藩
士
履
歴
』
１
、

二
二
八
頁
。「
岩
佐
玄
珪
」
の
項
参
照
）。
益
田
に
つ
い
て
は
福
田
源
三
郎
『
越
前
人
物
志
』
中
・
下
巻
（
玉
雪
堂
、一
九
一
〇
年
）「
益

田
宗
三
」
の
項
を
参
照
。
そ
こ
で
は
、
岩
佐
の
長
崎
行
き
を
泰
然
が
羨
ま
し
く
思
う
旨
の
泰
然
か
ら
益
田
に
宛
て
た
手
紙
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
関
係
が
う
か
が
え
る
。

　

⒃�

越
前
国
の
医
師
や
医
療
に
つ
い
て
は
、
海
原
亮
『
近
世
医
療
の
社
会
史
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）、
同
『
江
戸
時
代
の
医
師
修

業
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。





参考資料

福井藩家臣団の家格別人数
(嘉永５年)

・荒子・中間等の小者973人を除く
・舟沢茂樹氏「福井藩家臣団と藩士の昇進」
　『福井県地域史研究』創刊号 1970年による

家      格 人　数

（

士
族
略
履
歴

諸
役
人
并
町
在
御
扶
持
人
姓
名

各資料と家格などとの関係

◆
　
　
札

士
　
　
族

子
弟
輩
な
ど

「かよたれそ」
欠

「よたれ」欠

新番格以下

本多家
高知席
高　家
寄合席
定座番外席
番士  役番外
　　　大番など
新番・新番格
医師・絵師など

　士分合計

与力
小役人
一統目見席
小算・坊主・下代
諸組(足軽)

　卒合計

家臣団総計

1
16
2
38
14
106
495
81
49

　802

39
84
87
347

1,341

1,898

2,700

旧
藩
制
役
成

        

な
ど

増
補
雑
輩

剝

子弟輩剝札掲載の理由
「剝札」は現役当主（「士族」掲載）を除く引退当主の記録であるが、子弟輩における剝札は、一家を立てたり他家の
養子になったりすることがなかった者が記載されている。ここではそれぞれの剝札に記載された理由をあげた。

名　　前 理　　由

岩上直作 戦死（戊辰戦争）

今川源重郎 退身

石沢万太郎 囲入置

伊黒運吉  ―

林健介 病死

畑中浩 病身退身

波々伯部徳次郎 出奔　士籍取放

原田鉄弥太 病死

堀万吉 病死

本多鉄吉  ―

富永弥六 病死

大河原欣吾 病死

大館清蔵 出奔 士籍取放

大町綱三郎 出奔

岡谷勝太郎 出奔 士籍取放 病死

岡部八男雄 他藩へ養子

奥村坦蔵 病死

大崎亮蔵 病身退身

大橋清三郎  ―

小栗篤三郎  ―

岡部十万記 病死

大橋左一郎 士籍被脱

大橋勉二 病死

川村正太郎 退身

河合弥藤太 出奔　侍御削

川崎良精  ―

河崎山十郎 出奔　侍御削

蠏江左平次  ―

加藤万三郎  ―

吉樹源助  ―

名　　前 理　　由

武田庫次郎 病死

高久将太郎 病死

田辺錫 他藩へ養子

恒岡斧吉  ―

中山万四郎 死

成瀬八三郎  ―

内海元策  ―

野治彦之助 病死

桑島小三郎 侍御削

八木八十八（日下部太郎） 病死

八木次郎吉 病死

山田七之助 病死

八木三郎 病死

馬淵玄亀 他藩へ養子

福山繁次郎  ―

藤田平吉 謹慎　過料銭

小木登太郎 侍御削

近藤源八 侍御削

佐々木泰介  ―

酒井健次郎 侍御削

酒井良吉 出奔　士籍取放

斎藤源九郎 病身退身

毛受勝助 病死

皆川徹雄 脱走　閉門

下山惣十郎 病死

榎並猪十郎 病死

榎並鋪馬 出奔　侍御削　病死

鈴木郁郎 帰商

須崎英吉 出奔　士籍被脱

注）本文記述から剝札掲載の理由が不明な場合には「―」で示した。
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